
第17回定時株主総会 
 

事業説明 



製造 建設 物流 小売 農業 医療 健康 金融 教育 メディア ・・・ 
インダストリー

4.0 
BIM 自動運転 RetailTech AgriTech MedTech HealthTech FinTech EdTech ・・・ 

物理世界との接続と自動化 
•サイバー・フィジカル・システム 
•Industrial Internet 
•デジタルファブリケーション 
•3Dプリンティング 

•ロボットの実用化 
•ドローン 
•自動運転 
•物理労働の自動化 

人類並みの知能の獲得 
•人工知能（AI） 
•ディープラーニング 
•パーソナルアシスタント 
•知識労働の自動化 

世界と人の解明 
•ライフサイエンス 
•宇宙開発 
•先端材料・素材 
•再生可能エネルギー 
•エネルギーの備蓄技術 

IoT／クラウドの実現 
•コンピュータの演算性能 
•ストレージ 
•ネットワーク 
•センサー 
•ビッグデータ 

人間との接点の改善 
•デバイス、UI/UXの革新 
•スマート／ウェアラブル 
•画像・音声認識 
•言語処理・翻訳 
•ブレイン・マシン・インタフェース 
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テクノロジーメディアNo.1へ 
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運営するメディアの規模 
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（年度） 

（月） 

2014 2015 2016 

（単位：万UB） （単位：万PV） 

過去最高を連続更新中 



両輪のユニークなビジネスモデル 
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リードジェン 
 

メディア広告 



中期成⻑戦略
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リードジェンメディア 
一挙拡充 

会員数31万人 
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リードジェン ポートフォリオ 

2015年4月合流 
会員数31万人 

2015年10月合流 

2016年4月開設 
会員数4万人 

TFは会員数3.9万人（EMのWP会員 EM会員としては10.8万人） 



2009年度 ‘15年度 ‘14年度 

（単位：億円） 
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メディア広告 
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収益モデル別売上イメージ 
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メディア広告 ポートフォリオ 
産業テクノロジー スマート＆ソーシャル 

ＩＴ デジタル・ガジェット 

ビジネス 
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コンシューマー分野の成長株 

大きな影響力を持つ テレビに替わるネット媒体 
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Twitter上でのURL拡散数（万） 
（Social Insight でのRT数集計 2015年12月） 

ソーシャル拡散力 
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ソーシャルメディア上で 
話題になるためのPR 

ネットカルチャーを 
意識した広告展開 

テレビではリーチできない
マスの拡大 

マスマーケティングの大きな変化 



ねとらぼの顧客（一部） 

※順不同 

•アサヒビール 
•キリンビール 
•サントリースピリッツ 
•ダイドードリンコ 
•森永製菓 
•日清シスコ 
•日清食品 
•日本ケロッグ 
•日本マクドナルド 
•日本ケンタッキー・フライド・チキン 
•ワーナー エンターテインメントジャパン 

•みやぎ生活協同組合 
•シック・ジャパン 
•日本オプティカル 
•キングジム 
•レオパレス21 
•エイベックス・デジタル 
•集英社 
•エヌ・ティ・ティ・ドコモ 
•Hulu Japan 
•BOATRACE振興会 
•スパイク・チュンソフト 

新たな顧客層を開拓 

P 17 



825  

1,000  

2,000  

2015 '16 '20 
P 18 

2020年度の目標設定 

Ｗ20 
（ダブル・トゥウェンティ） 

  

2020年 
営業利益20億 

単位：百万円 



当日スケジュール 過去最高益達成 ＋ SO行使条件達成 
次の「W20」に向けて 

社員祝賀・壮行会の模様 



2016年度 重要トピック 

1. IFRS 任意適用 

2.監査等委員会設置会社への移行 ※ 

3.事業拡大に伴うオフィス移転 ※ 
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※ 本株主総会にて定款変更案が承認可決されることを条件としたものです。 
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IFRS 任意適用 

2016年４月27日開催の取締役会にて決定 
 
■目的 
・事業の成長に合わせた開示の充実 
・財務情報の国際的な比較可能性の向上 
 
■期日 
2016年度Q1決算より適用 
 
営業利益への主な影響として、のれんの定期償却の停止によるのれん
償却費の減少83百万円を見込んでおります。 
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監査等委員会設置会社への移行 

2016年４月27日開催の取締役会にて方針決定 
 
■目的 
・事業の成長に合わせたコーポレート・ガバナンスの更なる充実 
 
 
■期日 
2016年６月17日 （本日） 
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ガバナンスの強化 
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事業拡大に伴うオフィス移転 

東京都千代田区紀尾井町３番12号 
 
事業拡大に伴う人員増加に対応 
子会社等も含めた事業の効率化 

紀尾井町ビル 



新オフィスイメージ 






